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日立市長 小川　春樹

　「令和」という新しい時代の幕開けを迎えた記念すべき年に、

日立市の市制施行80周年を市民の皆様とともにお祝いできます

ことは、この上ない喜びであります。

　本市は、昭和14年9月1日に、日立町と助川町との合併により

人口７万3,604人の鉱工業都市として誕生し、以来、昭和から

平成、令和へと続いた80年間に、社会・経済等の大きな変化、そして、太平洋戦争や東日本

大震災などの様々な困難を乗り越え、国内でも有数の「ものづくりのまち」として発展して

まいりました。

　日立市は、その歴史の中で守り育ててきた、海・山の豊かな自然環境を始め、この地で

誕生し、集積されてきた世界レベルの産業・技術、多種多彩な人材、そして、多くの努力

によって築かれてきた独自の文化や地域性に恵まれています。

　今の時代を生きる私たちには、この記念すべき年を契機として、これまでの80年を振り

返りつつ、先人たちから受け継いできた地域の宝「ひたちらしさ」を磨き、人々の絆を深め、

「ふるさと日立」に誇りを持ちながら、次の世代へと着実に引き継いでいくという、大きな

使命があるものと考えています。

　そのためには、まちづくりの原動力となってまいりました、市民、コミュニティ、企業、

各種団体の皆様との連携をより強固なものとしながら、「人づくり」、「ものづくり」、

「地域づくり」を更に進めていくことが重要であります。

　今後とも、笑顔と元気に満ちあふれた魅力あるまち日立を、市民の皆様との「共創」

により実現してまいりたいと考えておりますので、引き続きの御支援、御協力を賜ります

よう、よろしくお願い申し上げます。

市長あいさつ1
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日立市議会議長 茅根　茂彦

　日立市市制施行80周年を皆様とともにお祝いできますことを

誇りとし、今日までの本市の発展に御尽力いただきました

先輩各位、市民の皆様に深甚なる敬意と感謝を申し上げます。

　日立市は、昭和14年に日立町と助川町が合併して誕生いたし

ました。その後、昭和30年代に３町４村と合併し、平成16年

には十王町との合併を経て、良き伝統を引き継ぎ、現在に至っております。

　昭和から平成、令和へと続いた激動の80年間に、先人たちの英知とたゆまぬ努力により、

太平洋戦争や東日本大震災など幾多の困難を乗り越え、輝かしい歴史と伝統を築いてまいり

ました。戦後間もなく取り組んだ、かみね公園の整備や平和通りへの桜の植樹は、市民と

ともに進めるまちづくりとして、時代を越えて引き継がれ、今日では、日本のさくらの名所

百選に選ばれ、本市の貴重な財産となっております。

　現在、我が国は、かつて経験したことのない人口減少と超少子・高齢化が進行している

状況にあり、困難な課題に直面しております。

　しかしながら、誰もが安心して暮らせる安全で住みやすい地域社会を作り上げていくため、

市民の皆様と市が手を携えてこれらの課題を乗り越え、未来を切り拓いていくことこそ、

今に生きるものの責務であると考えております。

　市議会といたしましても、令和という新しい時代が輝かしく、希望あるものとなります

よう、これまでのまちづくりの歩みを土台に、郷土日立の更なる発展に向けて全力で取り

組んでまいりますので、市民の皆様におかれましては、今後とも御支援、御協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

議長あいさつ2
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1939年（昭和 14年） 日立町と助川町が合併して日立市が誕生（9月1日）

1945年（昭和 20年） 太平洋戦争の戦災により市街地の多くが焼失

1951年（昭和 26年） 平和通りが開通（街路樹として桜を植樹）

1955年（昭和 30年） 多賀町、日高村、久慈町、中里村、坂本村、東小沢村を編入合併

1956年（昭和 31年） 豊浦町を編入合併

1957年（昭和 32年） かみね動物園がオープン

1959年（昭和 34年） 日立港が開港（現在の茨城港日立港区）

1965年（昭和 40年） 群馬県桐生市と国内親善都市提携

1985年（昭和 60年） 常磐自動車道が日立北インターチェンジまで開通

1990年（平成 2年） 日立シビックセンターがオープン

　　　　　　　　　  日本のさくら名所100選に「かみね公園・平和通り」が認定

▲1939年（昭和14年）日立駅陸橋から

　

▲1951年（昭和26年）開通当初の平和通り ▲1957年（昭和32年）かみね動物園がオープン

▲1945年（昭和20年）日立製作所海岸工場への空爆

日立市 80年の歩み3
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1991年（平成 3年） 助川町の山林火災で、約217haの林野が焼失

1993年（平成 5年） 旧日立鉱山の大煙突が倒壊

2001年（平成 13年） 国道6号日立バイパスが開通

2004年（平成 16年） 山形県山辺町と国内友好都市提携

  十王町を編入合併

2009年（平成 21年） 日立風流物がユネスコ無形文化遺産に登録

2011年（平成 23年） 東日本大震災発生

  ＪＲ日立駅自由通路・橋上駅舎がオープン

2017年（平成 29年） 池の川さくらアリーナ、日立市役所新庁舎がオープン

2018年（平成 30年） ＪＲ大甕駅自由通路・新駅舎がオープン

2019年（平成31年・令和元年）  新交通（ひたちＢＲＴ）第Ⅱ期区間本格運行開始

  市制施行80周年

  いきいき茨城ゆめ国体開催

  

▲1985年（昭和60年）常磐自動車道日立北インターチェンジ開通 ▲2017年（平成29年）池の川さくらアリーナオープン

▲2017年（平成29年）日立市役所新庁舎オープン ▲2019年（平成31年）ひたちBRT 第Ⅱ期区間本格運行開始
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▶
題
名
「
春
風
光
る
」

新しいどん帳のデザインコンセプトや蓄光糸の紹介など

（2）開式のことば 日立市副市長 梶山 隆範

4 市 制 施 行 8 0 周 年 記 念 式 典

国歌斉唱3

歌　：相山 潤平 氏

　　　（本市出身オペラ歌手）

伴奏：齋藤 菜緒 氏

国歌斉唱のリード役は、

本市出身のオペラ歌手

「相山 潤平」氏

記 念 式 典 の 内 容 詳 細

日立市民会館「新どん帳」披露（開式前）1

（1）オープニング

　  映像披露

式典の開始時に

「日立市80年の

歩み」を題材とし

た動画を放映した。

開  式2 司会：菊池 亜紀子 氏

市長式辞4

日立市長 小川 春樹

市議会議長あいさつ5

日立市議会議長 茅根 茂彦

令和元年9月1日（日）

午前10時から正午まで

開催日時開催日時 約600人出 席 者出 席 者日立市民会館開催場所開催場所
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▲ふるさと日立大使のみなさま

（左から 橋 幸夫 様、妹島 和世 様、井手 麻渡 様、KATSUMI 様、神保 佳永 様）

▲日立市少年少女合唱団

（2）功労表彰記念品

クリスタル時計

（日立風流物

 ３Ｄデザイン）

記念表彰等9

（1）表彰者等

ア  功労表彰者　  276人・団体

イ  感謝状贈呈者  149人・団体

アトラクション11

受賞者代表謝辞10 前日立市長 吉成 明 様

閉  式12 閉式のことば　日立市副市長 吉成 日出男

（3）感謝状贈呈記念品

日立のさくらを

使用した

ペーパーウェイト

来賓祝辞6

茨城県知事 大井川 和彦 様、衆議院議員 石川 昭政 様、参議院議員 郡司 彰 様、桐生市長 荒木 恵司 様、

山辺町長 遠藤 直幸 様

（県知事、国会議員、国内親善・友好都市の首長）

来賓紹介7

茨城県知事 大井川 和彦 様、衆議院議員 梶山 弘志 様、衆議院議員 石川 昭政 様、衆議院議員 浅野 哲 様、参議院議員

郡司 彰 様、参議院議員 岡田 広 様、参議院議員 上月 良祐 様、参議院議員 石井 章 様、参議院議員 小沼 巧 様、桐生市長 

荒木 恵司 様、桐生市議会議長 北川 久人 様、山辺町長 遠藤 直幸 様、茨城県議会議員 福地 源一郎 様、茨城県議会議員 

齋藤 英彰 様、茨城県議会議員 高安 博明 様、茨城県議会議員 村本 修司 様

（県知事、国会議員、国内親善・友好都市の首長・議長、県議会議員）

メッセージ披露8

国際親善姉妹都市であるバーミングハム市、タウランガ市から贈られたメッセージを披露した。

国際親善姉妹都市（バーミングハム市、タウランガ市）

（1）特別表彰
ア　日立市オリジナル切手用写真の入選者の表彰

イ　日立市と同じ誕生日（昭和14年９月１日生まれ）

　　の方へのお祝い

（2）「ふるさと日立大使」委嘱式

（3）オペラ及び合唱等
相山 潤平 氏（オペラ）、日立市少年少女合唱団（合唱）
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群馬県桐生市長 荒　木　恵　司

　本日ここに、日立市が市制施行 80 周年を迎えられ、記念式典が

盛大に挙行されるにあたり、国内親善都市であります桐生市を代表

いたしまして、衷心よりお喜びを申し上げます。

　顧みますと、日立市は昭和14年9月1日に市制を施行されて以来、

美しい海と豊かな緑に囲まれた風光明媚の地として、また、国内有数

の工業都市として着実な発展を遂げてこられました。

　今日までの80年間、「日の立ち昇るところ」というまちの名前の由来

そのものを物語るように、苦難の時期にあっても、新しい創造の灯を

照らし続け、日立市が元気でおられますのも、小川市長をはじめと

する歴代市長、市議会議員各位、市職員の皆様、そして市民の皆

様のたゆまぬ努力の賜物であり、心より敬意を表する次第であります。

　日立市と我が桐生市は、昭和33年、日立市からの格別の御懇情を賜り、子ども会の相互交流や児童

生徒の団体生活指導などを目的とした「臨海子ども会」が開始され、その後、回を重ねたことが縁となり、

昭和40年６月に親善都市提携を結んでおります。

　お陰様で、今年で62回を数える臨海子ども会も無事終了し、これまで多数の子どもたちが交流を重ねて

まいりましたが、その他、両市職員による親善交歓会の実施、さらには物産展などにおける両市名産品の

展示即売など、様々な分野での相互交流を、活発かつ友好的に続けております。

　80周年という日立市の輝かしい歴史の一端に、我が桐生市との関わりが見られますことは誠に喜ばしく、

これまで日立市と歩んできた道のりを誇りに思いますとともに、長年にわたる御厚意に対しまして、あらためて

深く感謝を申し上げる次第であります。

　今後も、両市が有意義な親善都市交流を育み、両市民の友情が更に深められますことを、切に願って

おります。

　結びに、この市制施行80周年を契機とし、市民の皆様が、融和と団結の意識を一層高められ、日立市

がますます発展されますこと、市民の皆様の御健勝と御多幸を心より祈念申し上げまして、お祝いの言葉

といたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
令和元年9月1日

群馬県桐生市のご紹介

110,122人
（令和2年1月1日現在）

人　口人　口 面　積面　積 274.45㎢
市　章市　章

モクセイ

市の木市の木

サルビア

市の花市の花

桐

生

市

K i r y u

c i t y

5 国内親善都市メッセージ

夏の一大イベント

桐生八木節まつり

織物産業を今日に伝える

ノコギリ屋根工場

桐生を象徴する地区

桐生新町重要伝統的建造物群保存地区
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　本日、「日立市市制施行80周年記念式典」、を挙行されるにあたり、

山辺町民を代表しまして心よりお祝いの言葉を申し上げます。

　日立市と山辺町は、山野辺城主義忠公のご子孫である山野辺家

第九代義観（よしみ）公が、助川海防城初代海防惣司に任命された

という深い歴史的な結びつきがあることから、友好都市締結の機運が

盛り上がり、平成16年5月7日に友好都市の提携を結んだわけでござ

います。その時から、はや15年の月日が過ぎました。

　これまで、さくらまつりをはじめとする両市町民の相互訪問、小中学生を対象とする青少年の交流、文化祭

や産業まつりでの交流など、様々な交流を通じて親交を深めてまいりました。

　このように、両市町の友好関係が着実に実を結んでまいりましたのも、ひとえに、たくさん

の関係者の皆様の熱意とご尽力の賜であり、あらためて心から深く感謝を申し上げる次第

でございます。

　今後におきましても、これまでの15年の歩みを深くかみしめ、末永く

日立市・山辺町が共に歩むことを切にお願いするものであります。

　最後になりますが、日立市のますますの発展と市民の皆様方の

ご健勝とご活躍を心よりご祈念申し上げ、お祝いの言葉と

させていただきます。

令和元年9月1日　

山形県山辺町長 遠　藤　直　幸

山形県山辺町のご紹介

14,197人
（令和2年1月1日現在）

人　口人　口

キャラボク

町の木町の木

リンドウ

町の花町の花

面　積面　積 61.45㎢

山

辺

町

yamanobe

t o w n

町　章町　章

6 国内友好都市メッセージ

初夏の味覚

さくらんぼ

伝統と技術

繊 維 産 業

日本の棚田百選

大蕨（おおわらび）棚田
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日立市民の皆様へ

バーミングハム市長 ランドル・ウッドフィン

　日立市市制施行80周年を、心よりお慶び申し上げます。

　バーミングハム市と日立市は、37年もの間、およそ7,000マイルの距離を

またいで姉妹都市関係を享受してまいりました。その間、およそ250名のバー

ミングハム市民が日立市を訪問いたしましたが、それらはみな日立市民の皆様

の御親切によって形成されたものでございます。

　私たちは、両市の姉妹都市交流事業を大変誇りに思っております。と申し

ますのも、姉妹都市交流事業によって、多くの交流が生まれ、贈り物の交換や

学生たちの相互訪問が行われ、それらを通じてバーミングハム市民は、日立市の文化や生活を学ぶことができました。

　私は、姉妹都市交流が、バーミングハム市民にそのような素晴らしい機会を与えてくれたことのみならず、両市の扉

を開いてくれたことに大変感謝しております。

　両市が築いた尊敬の念や対等性、平和は、どんなに海を隔てようとも引き離すことはできないでしょう。そして、

私は、このつながりが次世代の日本とアメリカの国民にも続いていくことを願っております。

　両市が互いへの尊敬の念を持ち続けるという努力の甲斐があり、両市の関係は国際政治の垣根を越え、地球

社会実現の夢を再び呼び起こさせております。

　加えて、両市間に確立された友好関係は、協力・連携しながら、包括的かつ許容できる世界の実現に向けた証拠を

示すものであります。

　グローバル化、姉妹都市交流プログラム、いずれに

よるものであろうと、両市の関係が、市民一人ひとりの

生活の質と文化的な教えを最優先し、より平和的で

教育的な世界の証人となることを期待しております。

　結びに、これまでの約40年間と同様に、バーミング

ハム市と日立市が文化や教育などでの面で親密な

関係を維持していくことを願っております。

　そして、更なる知的交流により両市民が利益を享受

できるように、日立市とバーミングハム市の地元企業や

投資家、起業家の連携強化をお願いしたいと存じます。

　日立市民の皆様には、市制施行80周年を盛大に

お祝いいただくとともに、私からも日立市の80年にわた

る進展と革新の達成に改めてお祝い申し上げます。

　

7 国際親善姉妹都市メッセージ
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日立市市制施行 80 周年を祝して

小川市長様そして日立市民の皆様へ

タウランガ市長 グレッグ・ブラウンレス

　この度の日立市市制施行80周年に際し、ニュージーランド・タウランガ

市民を代表いたしまして、心からお祝いを申し上げます。

　日立市の皆様は、９月１日に、この重要な節目を盛大にお祝いされること

と存じます。

　タウランガ市は、30年以上に渡り、日立市との姉妹都市関係を享受してまいりました。

　私は、この姉妹都市関係が、社会、経済、文化、そして教育の各分野でますます強化されるものと確信しており

ます。

　私共は、今後も両市の関係が確実に拡大し続けることに全力を尽くしてまいります。

　私は、美しい日立市を訪問する機会に恵まれ、皆様に温かく親しみのこもった歓迎を受けましたことに大変

感謝しております。

　タウランガ市を代表いたしまして、（市制施行80周年という）この重大な成果に対して、心からのお祝いを

申し上げますとともに、小川市長様と日立市民の皆様の御健康と御繁栄を御祈念申し上げます。
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〈記念表彰〉276人・団体

【自治功労表彰】 ………………………………………………………
（個人）

會澤克男、井手義弘、伊藤智毅、井上　清、今橋孝行、大曽根勝正、大畠章宏、岡部英男、岡部英明、

岡部光雄、小野勝久、小野﨑久輝、小栁武和、今　一男、佐藤三夫、白土仙三郎、舘野清道、茅根茂彦、

飛田謙一、永山堯康、長谷川修平、蛭田三雄、吉成　明、和田浩一

（団体）

有限会社ＳＡＮＡＡ事務所、一般社団法人日立青年会議所

【社会福祉功労表彰】…………………………………………………
（個人）

大曽根洋子、樫村　守、勝間田菊江、小室正行、佐藤秀幸、佐藤亮一、澤畠智惠子、鈴木　廣、

田村晃洋、西田久仁江、西野弘美、藤田恒夫

（団体）

あすなろ、介護療養型医療施設田尻ヶ丘病院、介護療養型医療施設日立港病院、介護老人保健

施設さくら日立、介護老人保健施設シニア健康センターしおさい、介護老人保健施設田尻ヶ丘

ヘルシーケア、介護老人保健施設日立南ヘルシーセンター、特別養護老人ホーム銀砂台、特別

養護老人ホームサン豊浦、特別養護老人ホーム日立市萬春園、ハートねっと日立市民の会、社会

福祉法人ひたち育成会、日立市遺族会、日立市高齢者クラブ連合会、日立市視覚障害者協会、

日立市肢体不自由児者父母の会、社会福祉法人日立市社会福祉協議会、社会福祉法人日立市社会

福祉事業団、公益社団法人日立市シルバー人材センター、日立市身体障害者福祉協議会、日立

市赤十字奉仕団、日立市聴覚障害者協会、日立市手をつなぐ親の会、日立市福祉団体連絡協議会、

日立重症心身障害児（者）を守る会、日立市連合民生委員児童委員協議会、特定非営利活動法人

日立太陽の家、日立点訳友の会、特定非営利活動法人日立ふきのとうの会、日立リーディングサー

ビスグループ、特定非営利活動法人ワークスたんぽぽを支える会

【保健衛生功労表彰】 …………………………………………………
（個人）

阿部信之、荒蒔勝邦、石井友美、磯野和子、磯野五郎、大内　厚、大曽根清朗、大曽根　洋、大塚　尚、

大森　篤、小川　守、川島秀雄、木名瀬はな、鯨岡昌寿、黒澤俊夫、後藤　勉、齋藤謙一、

齊藤　峻、鷺　哲哉、佐藤忠夫、柴田　激、島田洋次、白川徳植、白土みゆき、鈴木教以、

瀬尾文洋、関　実、関根千鶴子、征矢　亘、髙島昭一、滝　伸之、田所重映、谷川康介、田畑精子、

田村　譲、塚原芳郎、内藤昌三、永井直規、野原修司、蛭田勲一、戸来　徹、宮井　隆、宮崎哲朗、

谷田部邦彦、山本昭洋、山本理一郎、野溝正志、若松健一

（団体）

一般社団法人茨城県日立市医師会、一般社団法人茨城県多賀医師会、一般社団法人日立歯科医師会、

8 市政功労表彰者等 （順不同・敬称略）
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一般社団法人日立薬剤師会、社会医療法人愛宣会ひたち医療センター、医療法人群羊会久慈茅根

病院、医療法人ここの実会嶋崎病院、医療法人仁愛会日立おおみか病院、医療法人聖麗会聖麗

メモリアル病院、日立市食生活改善推進会、日立市鍼灸マッサージ師会、株式会社日立製作所

日立総合病院、公益財団法人日立メディカルセンター

【産業経済功労表彰】 …………………………………………………
（個人）

秋山光伯、大髙敦弘、梶山明子、門脇政美、田中良幸、沼田弘幸、根本　甲、根本好勝、原　正治、

宮本　治、山本忠安、和田芳信

（団体）

茨城県建築士会日立支部、茨城県立国民宿舎「鵜の岬」、川尻漁業協同組合、久慈浜水産加工業

協同組合、久慈浜水産教室実行委員会、久慈浜丸小漁業協同組合、久慈町漁業協同組合、十王

川漁業協同組合、十王町地産地消施設利用組合、たかはらグリーンツーリズム推進会、一般社団

法人日立市観光物産協会、日立市建設業協会、公益財団法人日立市公園協会、日立市十王商工会、

日立市水産振興協議会、日立市多賀農業協同組合、日立商工会議所、公益財団法人日立地区産業

支援センター、常陸農業協同組合

【教育文化功労表彰】 …………………………………………………
（個人）

入船亭扇遊、狩野　猛、菊池陽子、黒澤春夫、鈴木桂子、田山紀子、橋　幸夫、橋本隆雄、南方　萌、

宮本光治、森　秀男、山田耕一

（団体）

映画「ある町の高い煙突」を応援する会、ガールスカウト日立クラブ、ＫＩＷＩ－ＶＵＬＣＡＮ－

ＨＩＴＡＣＨＩ、郷土ひたち文化研究会、国際交流ボランティアネットワークさくら、助川海防

城跡保存会、日鉱記念館、日本宇宙少年団日立シビックセンター分団、ひたち生き生き百年塾

推進本部、日立化成卓球部、日立交響楽団、日立国際交流協議会、公益財団法人日立財団、日立

市会瀬青少年の家運営協力会、日立市更生保護女性会、日立市子ども会育成連合会、日立市自然

の村協力会、日立市少年少女合唱団、日立市職業探検少年団本部、日立市スポーツ少年団本部、

日立市スポーツ推進委員協議会、日立市青少年育成推進会議、日立市青少年相談員連絡協議会、

公益財団法人日立市体育協会、日立市地域女性団体連絡会、日立市地区体育振興連絡会、日立

市電話相談員連絡協議会、日立市日中友好協会、日立市パンポン普及推進協議会、日立市文化

協会、日立市文化財愛護協会、日立市文化少年団本部、公益財団法人日立市民科学文化財団、

日立市民吹奏楽団、ひたちジュニア弦楽合奏団、日立少年少女発明クラブ、日立市立小・中学

校ＰＴＡ連合会、日立製作所野球部、日立地区ＢＢＳ会、日立地区保護司会、ひたちとアジア

の文化交流をすすめる会、ひたち人形劇団パッペ、日立ヤングリーダーズクラブ、特定非営利

活動法人日立理科クラブ、フレンドリーあんず、ボーイスカウト日立地区協議会、明秀学園日立

高等学校、八つ凧保存会、日立郷土芸能保存会、日立風流物保存会東町支部、日立風流物保存

会北町支部、日立風流物保存会本町支部、日立風流物保存会西町支部、宮田佐々羅保存会、助川

鹿嶋神社助川佐々羅保存会、会瀬佐佐羅保存会、成沢鹿島神社郷土芸能保存会、諏訪散々楽保存会、

大久保鹿嶋神社上孫散々楽保存会、水木ささら保存会
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【生活環境功労表彰】 …………………………………………………
（個人）

小林　暁、志賀勝弘、柴田和彦、田中　進、仲川　寛、二川哲男、古川　勲

（団体）

あゆみ消費者研究会、環境を創る日立市民会議、日立くらしの会、日立下水道維持管理協議会、

日立市各種女性団体連絡会、日立市コミュニティ推進協議会、日立市指定管工事協同組合、日立

市道路敷違反広告物追放推進協議会、日立市南部森林愛護隊、日立市北部森林愛護隊、日立女性

フォーラム、日立市らぽーる協会、若葉

【安全対策功労表彰】 …………………………………………………
（個人）

朝日雅好、新井一人、今橋松男、川井健一、河井照夫、木村正治、小室良成、鈴木政昭、中島政好、

橋本弘子、橋本　裕、古市　實、宮田　務

（団体）

一般財団法人茨城県交通安全協会日立地区交通安全協会、茨城県水難救済会川尻支部救難所、

茨城県水難救済会久慈支部救難所、日立市消防団、日立市女性防火クラブ連絡協議会、日立市

防災協会、日立地区安全運転管理者協議会、日立地区交通安全母の会連合会、日立地区セーフティ

マイタウンチーム、日立地区地域交通安全活動推進委員協議会

〈感謝状贈呈〉149人・団体

【市民福祉の充実】 ……………………………………………………
（団体）

日立ロータリークラブ、日立南ロータリークラブ、日立港ロータリークラブ、日立北ロータリー

クラブ、日立中央ロータリークラブ、日立ライオンズクラブ、日立中央ライオンズクラブ、日立

桜ライオンズクラブ、日立きららライオンズクラブ、日立ブーケライオンズクラブ、泉が森手話

サークル、介護老人保健施設ひたちの森ハピネス、さくらんぼ、自遊塾、精神保健福祉ボランティ

ア「わたげの会」、青年学級フレンド、たんぽぽの会、特別養護老人ホーム鮎川さくら館、特別

養護老人ホーム金沢弁天園、特別養護老人ホーム小咲園、特別養護老人ホーム山水苑、特別養護

老人ホーム成華園、特別養護老人ホームひたちの森すこやかビレッジ、特別養護老人ホーム福祉

の森聖孝園、特別養護老人ホームＭＡＯ、日立太陽の家ボランティアグループ、ボランティア

グループ「野の花」、メロディア、一般社団法人ライフ・ケア・ひたち

【生活環境の向上】 ……………………………………………………
（団体）

十王地区コミュニティ推進会、豊浦学区まちづくり推進会、日高学区市民自治会、田尻学区コミュ

ニティ推進会、滑川学区コミュニティ推進会、宮田学区コミュニティ推進会、中里学区コミュニティ
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推進会、仲町学区コミュニティ推進会、中小路学区コミュニティ推進会、助川学区コミュニティ

推進会、会瀬学区コミュニティ推進会、成沢学区コミュニティ推進会、油縄子学区コミュニティ

推進会、諏訪学区コミュニティ推進会、大久保学区コミュニティ推進会、河原子学区コミュニティ

推進会、塙山学区住みよいまちをつくる会、大沼学区コミュニティ推進会、金沢学区コミュニティ

推進会、水木学区コミュニティ推進会、大みか学区コミュニティ推進会、久慈学区コミュニティ

推進会、坂下地区コミュニティ推進会、十王川を楽しむ会、油川・反田川をきれいにする会、

北川をきれいにする会、里川をきれいにする会、宮田川をきれいにする会、数沢川をきれいに

する会、鮎川をきれいにする会、桜川をよくする会、大川を守る会（大久保学区）、大川を守る会（河

原子学区）、大沼川金沢川をきれいにする会、大沼川上流をきれいにする会、泉川をきれいにす

る会、赤羽緑地を守る会、あんず並木を育てる会、イトヨの里泉が森公園運営委員会、大みか

北通り街路樹を守る会、大みか吹上げ通りを守る会、花樹の会、久慈川菜の花エコネットワー

ク推進会、桜千寿会、滑川岡通り街路樹を守る会、塙山女性会、日立市みどりのまちづくり実

行委員会、宮田栄町自治組合、特定非営利活動法人森の自然学校助川山保全くらぶ

【産業の振興】 …………………………………………………………
（団体）

河原子観光協会、久慈町観光協会、十王町観光協会

【善 行】 …………………………………………………………………
（個人）

荒井克典、加倉井明美、門阪静子、小林光久、齋藤義雄、佐藤みつ江、塩野輝子、庄山悦彦、砂川　宏、

田中文子、宮川　曻、吉成榮子、渡邊信一

（団体）

株式会社アースマテリアル、アイ・イー・シー株式会社、株式会社一六商事ホールディングス、

株式会社茨城環境企業、茨城県信用組合、茨城交通株式会社、茨城スバル自動車株式会社、茨城

ダイハツ販売株式会社、イビデン株式会社、ＳＭＫ株式会社、小千谷市、有限会社小野商事、小野

税理士法人、株式会社鹿島アントラーズＦＣ、株式会社カスミ、金成重機建設株式会社、鏡徳寺、

株式会社くすりのマルト、コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社日立支店、株式会社産業

経済新聞社、株式会社サンユー、ＪＸ金属株式会社、ＪＸ金属株式会社日立事業所、ＪＸ金属労働

組合日立支部、一般財団法人自治総合センター、社団ＪＢ日本接骨師会、株式会社常陽銀行、

常陽不動産株式会社、株式会社神鋼環境ソリューション、真宗大谷派東本願寺、株式会社セイキョ

ウ、株式会社セイブ、株式会社妹島和世建築設計事務所、株式会社タムラ、東京ガス株式会社、

東京書籍株式会社、株式会社徳伸工業、トヨタカローラ新茨城株式会社、中林建設株式会社、

日鉄日立システムエンジニアリング株式会社、株式会社日本化学研究所、公益財団法人日本教育

公務員弘済会茨城支部、公益財団法人日本サッカー協会、株式会社日立製作所、日立セメント

株式会社、日立造船株式会社、ＰＥＵＧＥＯＴ水戸、丸栄コンクリート工業株式会社、三菱日立

パワーシステムズ株式会社日立工場、株式会社ミナカワ、公益財団法人モラロジー研究所、株式

会社森下鉄工所、有限会社𠮷田正記念オーケストラ、立正佼成会
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橋　　幸夫
［歌手/𠮷田正音楽記念館名誉館長］

會澤　　翼
［プロ野球選手（広島東洋カープ 捕手）］

妹島　和世
［有限会社ＳＡＮＡＡ事務所 代表取締役

 株式会社妹島和世建築設計事務所 代表取締役］

上妻　宏光
［三味線奏者］

　生まれ育った日立市の駅と市庁舎のプロジェク
トに、皆様と一緒に関わることができたことをとて
もうれしく思っています。日立駅や日立市庁舎に
市民の皆様がふらっと立ち寄り、心の拠り所になる
ような場所として使っていただければいいなと
思っています。

　桜がきれいで、海や山など自然が豊かで、気候的
にも住みやすい街だと思うので、たくさんの魅力を
多くの方に分かってほしいです。子どもの頃に両親
によく連れていってもらったかみね動物園は思い
出の場所です。スポーツでも頑張ってほしいです。

　海も綺麗で、美味しい食べ物も豊富です。
　東京からも近い立地にあり、海外の方も訪れやす
いと思いますので、国内外から是非お越しいただきた
いです。日立市は、海を眺めては「自分も世界で活躍
するんだ」と少年時代を過ごした大切な場所です。

　日立市の眺望が美しいところが好きです。特に
𠮷田正音楽記念館５階の展望カフェからの眺望は
お気に入りです。

Photo by Aiko Suzuki

9 ふるさと日立大使のメッセージ

　市制施行80周年を記念して就任していただいた「ふるさと日立大使」のみなさんを

ご紹介します！
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井手　麻渡［俳優］

　映画『ある町の高い煙突』に主演し、私は俳優とし
てだけではなく、人間としても成長できる得難い
経験をさせていただきました。
　舞台中心で活動していた私にとって、映画ではじ
めての大役です。
　力強い史実はもちろんですが、それ以上に日立
市のみなさまの「人」の力をとても感じました。　
私は日立市のみなさまに支えられ三郎役を演じき
ることができました。
　映画俳優として私のふるさとは日立です。
　いつも「ただいま」といって帰りたい町です。

岡部　磨知
［バイオリニスト］

　東京に出てきて改めて、ひたちのような自然豊か
な場所で、あたたかい人たちに、幼少期、思春期と
のびのび育てていただいたことに、とても感謝して
います。ひたちの魅力を、私なりに皆様に伝えてい
けたら嬉しいです。

KATSUMI
［シンガーソングライター/音楽プロデューサー/ラジオパーソナリティ］

　僕には日立で過ごした子供時代に楽しかった思
い出がたくさんあり、それが自分の土台になってい
ます。これからの世代の全ての人々にも、人生の土
台となる思い出を日立で作ってほしいと思います
し、全ての人々を受け入れる優しくオープンな街で
あってほしいと思います。

神保　佳永
［株式会社JINBO FOOD PLANNING 代表取締役/HATAKE総料理長］

　なんといっても日立の自慢は、桜の時期になる
と、神峰山が桜色に染まる景色。
　海と野と山に囲まれ自然あふれる環境で、美味し
い食材が豊富な日立が大好き
です。
　日立は食材の宝庫です、皆
さんで美食のまち日立を目指
し、共に頑張りましょう！
　若い人たちに未来あるまち
づくりを食で応援します！

　これから日立市の魅力をたくさんＰＲしていただきますので、

皆様の応援をよろしくお願いします！
M E S S A G E
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公共施設の無料開放の実施1

対 象 期 間

令和元年 9月1日（日）～

　　　　　10月31日（木）
無料の範囲

各施設の入場料

日立シビックセンター

科学館

奥日立きららの里 かみね市民プール

かみね動物園
日立シビックセンター

天球劇場

令和改元・市制施行80周年記念

「日立市の昭和・平成を振り返るメモリアル写真展」の開催

2

日立市民会館

日立市役所

日立シビックセンター

大久保交流センター

南部図書館

十王支所

日立駅

1

2

3

4

5

6

7

開催場所No. 開催期間

１階ロビー

101号会議室

アトリウム

１階ロビー

ギャラリー

１階ロビー

東西自由通路

  9月  1日（日）

  9月  2日（月）～  9月30日（月）

  9月  1日（日）～  9月30日（月）

10月 2日（水）～10月14日（月）

10月16日（水）～10月24日（木）

10月26日（土）～11月 7日（木）

11月 9日（土）～ 1月 7日（火）

開催実績

▲日立シビックセンター ▲日立駅東西自由通路▲南部図書館

10 市制施行 8 0周年記念事業
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１　開 催 日　平成31年3月30日（土）

２　会　　場　日立市役所

３　来場者数　約3,000人

４　事業概要

（１）オープニングセレモニー

ア　市長、議長、来賓挨拶等

イ　アトラクション（多賀中吹奏楽部、バルーンリリース、

花火）

（２）記念イベント

ア　常陸之國御諏訪太鼓

イ　ねば～る君オンステージ

ウ　キッチンカー・屋台

エ　物産販売等

１　開 催 日　平成31年３月30日（土）

２　会　　場　日立製作所野球場

３　来場者数　約1,300人

４　事業概要

（１）趣旨

　大正末期から昭和47年まで「お山の早慶戦」と呼ばれ

て親しまれた「日鉱日立と日立製作所」の定期戦を再現す

べく、ＪＸ－ＥＮＥＯＳ野球部と日立製作所野球部との

対戦を平成24年から毎年実施している。

（２）出場チーム　ＪＸ－ＥＮＥＯＳ、日立製作所

（３）大会結果　　ＪＸ－ＥＮＥＯＳ　６対５　日立製作所

新庁舎グランドオープン記念イベント1

１　開 催 日　平成31年４月１日（月）～ 14日（日）

２　会　　場　平和通り、かみね公園、十王パノラマ公園

３　来場者数　約619,600人

４　事業概要

（１）プレイベント（野点茶会等）

（２）【80周年記念】彩りライトアップ

（３）【80周年記念】桐生八木節上演

（４）日立風流物公開

（５）日立のささら公開

（６）大島桜観賞事業（ハイキングツアー、遊覧船ツアー）

（７）写真展「日立市の高い煙突」

（８）第23回全国さくらまつりポスター展

（９）日立の桜2019インスタグラムフォトコンテスト

第8回 日立さくら杯社会人野球大会2

第57回 日立さくらまつり3

（1）市主催・共催・後援イベント開催事業（37事業）※【80周年記念】は、市制施行80周年に当たり特別に実施した事業

11 市制施行 8 0周年冠事業
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第42回 JABA日立市長杯選抜野球大会5

𠮷田正音楽記念館開館15周年記念事業6

第19回 日立さくらロードレース4

１　開 催 日　平成31年４月７日（日）

２　会　　場　日立シビックセンター新都市広場ほか

３　参加者数　16,947人

４　事業概要

（１）趣旨

　満開の桜のなかを、競技者から市民ランナーまでがラン

ニングを楽しみながら、健康づくりと元気なまちづくりに

寄与する。

（２）内容

　　ハーフマラソン、10㎞、５㎞、2.2㎞、1.8㎞の各部門

１　事業概要　

（１）【80周年記念】茶話サロン 名誉館長の四方山話～橋 幸夫、𠮷田 正を語る

ア　開 催 日　平成31年４月29日（月）

イ　開催場所　𠮷田正音楽記念館

ウ　来場者数　61人

（２）名誉館長企画展第１弾　名誉館長「橋 幸夫」展

ア　開 催 日　平成31年４月29日（月）～令和元年８月31日（土）

イ　開催場所　𠮷田正音楽記念館

ウ　来場者数　17,801人

（３）【80周年記念】奏でガーデンコンサート

　～𠮷田メロディーを継承するアーティストたち～ in 大屋根広場

ア　開 催 日　１回目：令和元年 6月 1日（土）

　　　　　　　２回目：令和元年10月19日（土）

イ　開催場所　日立市役所

ウ　来場者数　１回目：約500人、２回目：約350人

（４）ゆめ・夢ライブ2019

ア　開 催 日　令和元年７月27日（土）

イ　開催場所　かみね公園

ウ　来場者数　約3,000人

（５）みんなで奏でよう𠮷田メロディーコンサート～心に響く歌声を～

　ア　開 催 日　令和元年11月16日（土）

　イ　開催場所　ゆうゆう十王・Jホール

　ウ　来場者数　約350人

（６）名誉館長企画展第２弾　初代名誉館長「𠮷田 喜代子」展

ア　開 催 日　令和元年11月23日（土）～令和２年３月22日（日）

イ　開催場所　𠮷田正音楽記念館

１　開 催 日　平成31年４月12日（金）～ 16日（火）

２　会　　場　市民運動公園野球場、日立製作所野球場

３　来場者数　3,958人

４　事業概要

（１）大会種別　J A B A 公式大会（日本選手権対象大会）

（２）出場チーム（16チーム）

　ＪＲ東日本東北、日本製紙石巻、日立製作所、日本製鉄

鹿島、ＳＵＢＡＲＵ、日本製鉄かずさマジック、ＪＦＥ東

日本、鷺宮製作所、東京ガス、ＪＸ－ＥＮＥＯＳ、三菱重工

名古屋、三菱自動車岡崎、Ｈｏｎｄａ鈴鹿、永和商事ウイ

ング、ニチダイ、熊本ゴールデンラークス

（３）試合方法　予選リーグ戦及び決勝トーナメント方式

（４）大会結果　優勝杯 鷺宮製作所

※優勝の鷺宮製作所は「社会人日本選手権大会
　出場権」を獲得
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日立市・山辺町友好都市提携15周年記念事業「山辺町さくらんぼ狩り市民バスツアー」8

上下水道フェア20199

ひたち国際大道芸20197

１　開 催 日　令和元年５月11日（土）、12日（日）

２　会　　場　11日：日立会場（日立シビックセンター周辺）

　　　　　　　12日：多賀会場（よかっぺ通り周辺）

３　来場者数　約155,000人

４　事業概要　

（１）大道芸アーティストによるパフォーマンス（30組75名）

（２）同時開催イベント

　ア　フェイスペイントコーナー

　イ　バルーンアート体験ブース

　ウ　大道芸体験ブース

　エ　科学館ブース、クラフトブース

　オ　各団体販売・PRブース

（３）「夜会15 － Party in the Moonlight －」（日立会場）

（４）フィナーレパレード（多賀会場）

（５）撮ってクレールフォトコンテスト2019

１　開 催 日　令和元年６月30日（日）

２　会　　場　森山浄水場

３　来場者数　約1,000人

４　事業概要　

（１）【80周年記念】バスツアーによる十王浄水場見学

（２）上下水道事業紹介

ア　パネル展示、ビデオ上映

イ　漏水調査体験、浄水実験、ゲリラ豪雨体験

ウ　【80周年記念】デザインマンホール缶バッジの配布

（３）きき水体験（水道水とミネラルウォーターの飲み比べ）

（４）給水車、デザインマンホールの実物展示

（５）市内小中学校「水道絵画」作品展示

（６）ラベンダー摘み取り体験

（７）その他出展

ア　野菜即売（鵜喜鵜喜）

イ　民間協力団体によるデモ、製品展示、ノベルティ配布等

１　開 催 日　令和元年６月22日（土）

２　会　　場　山形県山辺町

３　参加者数　79人

４　事業概要　

（１）さくらんぼ狩り体験

（２）山辺町・日立市交流協会設立15周年記念講演会

（３）山辺町民との交流昼食会（やまのべJA会館）

（４）山辺町散策（ふるさと資料館周辺）
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第62回 日立港まつり11

ひたち河原子花火大会12

エコフェスひたち201910

１　開 催 日　気象講演会：令和元年７月19日（金）　

　　　　　　　イベント　：令和元年７月20日（土）　

２　会　　場　日立シビックセンター新都市広場 ほか

３　来場者数　約12,000人

４　事業概要　

（１）【80周年記念】気象講演会

　ア　講師：南 利幸（気象予報士）

　イ　演題：「目からうろこの天気予報～気象予報士から　

　　　　 　見た気候の変化～」

（２）イベント

　　環境活動を行っている51団体（企業、学校等）が出展

　（同時開催）いきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会

　「日立市炬火イベント」

１　開 催 日　令和元年８月３日（土）

２　会　　場　河原子港

３　来場者数　約50,000人

４　事業概要

（１）花火（約1,000発）

（２）出店（海鮮焼き等の販売）

（３）イベント（河中エイサー、ダンスチームによる演技披露）

１　開 催 日　令和元年７月28日（日）

２　会　　場　茨城港日立港区

３　来場者数　約80,000人

４　事業概要　

（１）【80周年記念】海上保安庁巡視船の一般公開

（２）イベントコーナー

（３）地元売店・縁日コーナー

（４）地元園児による和太鼓演奏

（５）山車巡行

（６）茨城県警察本部音楽隊の演奏

（７）日立太鼓連盟による和太鼓演奏

（８）神輿渡御

（９）花火大会
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オペラ・ミュージカル「日立の玉手箱」14

オリジナルフレーム切手の作成15

マンホールカードの作成・配布13

１　作 成 枚 数　8,000枚

２　配布開始日　令和元年８月７日（水）

３　配 布 場 所　日立市役所、日立駅情報交流プラザ 

　　　　　　　　（ぷらっとひたち）

４　配 布 枚 数　5,181枚（令和２年２月末現在）

５　事 業 概 要　

（１）下水道への理解・関心を深めるためのコミュニ

ケーションツール「マンホールカード」を作成し、

80周年記念ロゴ入り缶バッジ（先着500人）とあわ

せて配布した。

（２）市制施行80周年記念式典に合わせ、日立シビッ

クセンター内に下水道ＰＲ特設ブースを設け、先

着300人に市制施行80周年記念台紙付きマンホー

ルカードを特別配布した。

１　作 成 部 数　2,540部

　　（うち郵便局による一般販売分540部）

２　販売開始日

　　令和元年９月２日（月）

３　販 売 場 所

　　県北６市町の郵便局

４　事 業 概 要　

（１）「ひたちらしさ」が感じられる

写真を使用したオリジナル切手

シート（82円切手10枚綴り）を作

成した。

（２）市民参加により作成するため、

切手10枚のうち２枚分の写真を一般公募により選定した。　（※入選作品は36～37ページに掲載）

１　開 催 日　プレ公演：令和元年８月25日（日）

　　　　　　　本公演　：令和２年３月28日（土）、29日（日）に

予定していたところ、新型コロナ

ウイルス感染防止のため、上演を

延期

２　会　　場　プレ公演：多賀市民会館

　　　　　　　本公演　：日立市民会館（延期）

３　来場者数　プレ公演：458人

４　事業概要

（１）主催　日立の玉手箱実行委員会

（２）内容　日立の古代から現代までの歴史を表現した、市

民参加のオペラ・ミュージカルを上演した。
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第55回 日立市美術展覧会17

プレミアム付商品券事業18

市報題字のリニューアル16

１　使用開始号　令和元年９月５日号

２　事 業 概 要

（１）趣旨

　紙面のフルカラー化等を進める中で、更なるリニューアル感を

生み出すとともに、全面写真を使用した表紙に対応できる視認性

の高い題字に変更した。

（２）新しい題字の特徴

ア　子どもから高齢者まで誰にも分かりやすくするため、これまで

同様に平仮名で「ひたち」とした。

イ　字体は、視認性を重視するとともに、飽きがこない、落ち着きあ

るものとした。

ウ　アクセントとして、左側のかぎ形と下側の３つの弧線から成る

フレームを採用し、「大煙突と山々」、「日立駅舎と海原」、「新庁舎

と大屋根」、「工場の屋根が連なる様子」など、本市の街並みの特徴

を想起できるものとした。

１　販売期間　令和元年９月17日（火）～令和２年２月29日（土）

２　販売場所　日立市役所、各支所

３　使用期間　令和元年10月１日（火）～令和２年３月31日（火）

４　事業概要　

（１）消費税率引き上げによる低所得者や子育て世帯の消費に与え

る影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支えす

ることを目的として、プレミアム付商品券を販売した。

（２）下記の対象者に１口25,000円の商品券を5,000円単位で販売

した。（25,000円を20,000円、5,000円を4,000円で販売：プレミア

率25％）

　ア　令和元年度市・県民税非課税者

（課税者と生計同一の配偶者・扶養親族・生活保護受給者等を

除く）

　イ　子育て世帯主（０～３歳６か月未満児のいる世帯）

１　開 催 日　令和元年９月７日（土）～ 15日（日）

２　会　　場　日立シビックセンター

３　来場者数　15,536人

４　事業概要

（１）市民の作品展示

　　洋画、日本画、書道、写真、デザイン、彫刻、工芸の７部門

（総数452点）

（２）国内友好都市山形県山辺町の作品展示

　　洋画、日本画、写真の３部門（総数14点）

（３）国内親善都市群馬県桐生市の写真作品展示（総数８点）
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ひたち映画祭20

2019明治大学マンドリンクラブチャリティーコンサート21

2019市民生活安全フェスティバル19

１　開 催 日　令和元年９月21日（土）

２　会　　場　日立シビックセンター新都市広場

３　来場者数　約5,000人

４　事業概要

（１）式典

　ア　一日警察署長及び一日消防署長の委嘱

　イ　安全宣言

　ウ　火災予防及び交通安全ポスター展優秀作品、交通安

　全標語展優秀作品の表彰式

（２）ブース出展

ア　防災関連（消防車両展示、防災用品展示、煙道体験、非常

食試食など）

イ　防犯関連（防犯パトロール車展示、防犯用品展示、ニセ電話詐欺対策の啓発、防犯啓発物の配布など）

ウ　交通安全（警察車両展示、トラックの死角体験、シートベルト効果体験、子ども運転シミュレーション、子ども安全免

許証の発行、高齢者運転免許証自主返納啓発など）

エ　その他（多賀中学校吹奏楽部、津軽三味線、抽選会など）

した。（

１　開 催 日　令和元年９月 22 日（日）

２　会　　場　日立市民会館

３　来場者数　約 740 人

４　事業概要

（１）主催　明治大学校友会日立地域支部

（２）概要　明治大学マンドリンクラブの

　　　　  チャリティーコンサート

１　開 催 日　令和元年９月21日（土）、22日（日）

２　会　　場　多賀市民会館

３　来場者数　846人

４　事業概要

（１）映画上映

　21日：「ＢＩＲＴＨＤＡＹ」、「風流れるままに」など

　22日：「ストロボ」、「水戸黄門Ｚ」、「みんなのうた」など

（２）スペシャルトーク

　21日：三浦 淳子 監督

　22日：松村 克弥 監督
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ぷら・スポフェスタ201923

第29回ひたち秋祭り～郷土芸能大祭24

ふれあい運動会22

１　開 催 日　令和元年10月19日（土）

２　会　　場　池の川さくらアリーナ

３　来場者数　726人

４　事業概要

（１）障害者を中心とした多くの市民が、ゲーム的

要素を取り入れた競技に参加

（２）スポーツを通じて相互理解と交流を深めると

ともに、健康増進を図った。

１　開 催 日　令和元年10月26日（土）、27日（日）

２　会　　場　日立シビックセンター新都市広場ほか

３　来場者数　約10,000人

４　事業概要

（１）全国の芸能「夢」の競演（石見神楽、西馬音内盆踊り、

大川平荒馬、神川豊穣ばやし、津軽三味線）

（２）芸能パレード、中央大ステージ演舞（招待芸能２団

体、地元芸能６団体）

（３）日立荒馬踊り（市内保育園・認定こども園）

（４）青少年フェスティバル（十王鵜鳥舞、河中エイサー、

久慈中ソーラン・黒潮太鼓）

１　開 催 日　令和元年10月20日（日）

２　会　　場　池の川さくらアリーナほか

３　来場者数　約1,500人

４　事業概要

（１）ニュースポーツ、レクリエーション体験

　　クライミング、アクアボール、ストラックアウト、ティー

ボール、スピード玉入れ、トランポリン、パンポン、スラック

ライン、バブルサッカー、体力テスト、足型測定会、ミズノヘ

キサスロン、ラグビー体験等

（２）ダンス・音楽ステージ

　　ダンサー・ミュージシャンによるパフォーマンス披露
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介護予防と映画の集い26

第43回 日立市産業祭27

映画「ある町の高い煙突」中学校上映会25

１　開 催 日　令和元年11月１日（金）～12月13日（金）

２　会　　場　市内中学校17校

３　来場者数　約5,000人

４　事業概要

（１）趣旨

　　市民と企業が協働して煙害を克服した本市の歴史

を身近に感じてもらうため、市内の中学校において映

画「ある町の高い煙突」の上映会を実施した。

（２）内容

　ア　映画「ある町の高い煙突」上映

　イ　映画関係者によるトークショー

１　開 催 日　令和元年11月９日（土）、10日（日）

２　会　　場　池の川さくらアリーナ

３　来場者数　約128,000人

４　事業概要　

（１）地場産品の展示・販売

（２）工業製品、自社製品販売促進

（３）国内親善都市桐生市、国内友好都市山辺町等との交流

（４）県特産品の展示、販売

（５）【80周年記念】イベント開催

　ア　日立ってすごいんです！日立市クイズ

　イ　子どもの遊び場「出張ハレニコ！」

　ウ　野菜が当たる！農業クイズ

１　開 催 日　令和元年11月９日（土）

２　会　　場　日立市民会館

３　来場者数　約650人

４　事業概要　

（１）ラジオ体操のポイントやその効果等に関する講演

（２）ラジオ体操のワンポイント指導及びラジオ体操第一

体操の実演

（３）映画「体操しようよ」上映
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男女共同参画をすすめるつどい201929

たかはら自然体験交流施設開設10周年記念式典・収穫祭30

Hitachi  Starlight Ⅰl lumination 201928

１　開 催 日　令和元年11月23日（土）～

　　　　　　　　　　　  令和２年１月19日（日）

２　会　　場　日立シビックセンター新都市広場、

　　　　　　　日立駅周辺

３　事業概要

（１）点灯式　令和元年11月23日（土）

　　出演者：石崎ひゅーい、多賀中学校吹奏楽部

（２）クリスマスマーケット

　　ア　令和元年11月23日（土）、24日（日）

　　イ　クラフト、カフェなど約70店舗

（３）クリスマスコンサート

　　ア　令和元年12月21日（土）

　　イ　市民合唱団によるコンサート

１　開 催 日　令和元年11月24日（日）

２　会　　場　たかはら自然体験交流施設

３　来場者数　記念式典：約50人

　　　　　　　収穫祭　：約300人

４　事業概要　

（１）記念式典

　　（主催者挨拶、来賓挨拶、10年の歩み紹介等）

（２）記念植樹、記念撮影

（３）収穫祭

　　（投げ餅、じゅうおう保育園園児によるソー

ラン踊り、地元野菜の限定無料配布など）

１　開 催 日　令和元年11月23日（土）

２　会　　場　日立シビックセンター

３　来場者数　450人

４　事業概要

（１）男女共同参画に関する小学生絵画・中学生作文の

入賞作品表彰と最優秀作文朗読

（２）企画事業 「日立版おとう飯メニュー」

　　ふるさと日立大使 神保 佳永 氏のトーク

（３）講演会 「笑って考えよう　自分・仕事・家庭・未来の

こと」 講師：東京大学教授 瀬地山 角 氏

（４）同時開催事業（日立版おとう飯写真展、男性の料

理や家事に関する本の展示など）
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ＮＨＫ公開番組「のど自慢」32

消防出初式33

日立地区産業支援センター開設20周年記念事業31

１　開 催 日　令和元年11月29日（金）、30日（土）

２　会　　場　日立シビックセンターほか

３　来場者数　式典64人、シンポジウム232人

４　事業概要

（１）記念式典

　　設立から現在までのセンターの歩みを振

り返るとともに、特に顕著な貢献があった

関係者に感謝状を贈呈した。

（２）第15回全国若手ものづくりシンポジウム

inひたち

　　ものづくり、地域活性化、人材育成などを

テーマとした全国若手ものづくりシンポジ

ウムを開催した。

１　開 催 日　令和２年１月12日（日）

２　会　　場　平和通り

３　来場者数　約1,000人

４　事業概要

（１）消防本部・消防団・企業自衛消防隊から消防車両67

台、消防関係者約1,000人が参加して、式典・パレー

ド・演技等を実施した。

（２）【80周年記念】「書道パフォーマンス作品」の屋内

展示

ア　内　　容　愛と平和、市民の安全・安心をテーマ

　　　　　　とした書道作品の展示

イ　開 催 日　令和２年１月６日（月）～ 15日（水）

ウ　開催場所　日立市民会館

１　開 催 日　令和元年11月30日（土）、12月１日（日）

２　会　　場　日立市民会館

３　来場者数　予選：1,052人

　　　　　　　本選：1,104人（応募14,709通）

４　事業概要　

（１）予選　出場者：250組（応募1,316組）

（２）本選　出場者： 20組（28人）

　　ゲスト：福田 こうへい、 水樹 奈々

♬♬
♪



地域人権啓発活動活性化事業35

青少年健全育成のための市民の集い36

第22回 ニューイヤーオペラコンサート34

１　開 催 日　令和２年１月18日（土）

２　会　　場　日立シビックセンター

３　来場者数　500人

４　事業概要　

（１）プログラム

　ア　ヴェルディ作曲　歌劇≪椿姫≫より　　「乾杯の歌」

　イ　ビゼー作曲　　　歌劇≪カルメン≫より「闘牛士の歌」

　　　　　　　　　　他12曲

（２） 出演者等

　ア　音楽監督・指揮：松下 京介

イ　ソリスト：小川 里美（ソプラノ）、岡部 恵美子（ソプラ

ノ）、大津 香津子（メゾ・ソプラノ）、相山 潤平（テノー

ル）、清水 良一（バリトン）

　ウ　合唱：ひたちオペラ合唱団

　エ　演奏：ニューイヤーオペラアンサンブル

１　開 催 日　令和２年２月16日（日）

２　会　　場　日立市民会館

３　来場者数　500人

４　事業概要　

（１）アトラクション（明秀学園日立高等学校ダンス部）

（２）表彰式

　ア　日立市青少年育成推進会議会長表彰

　　善行青少年表彰、万引き防止標語表彰、家庭の日絵

画・ポスター表彰、少年の主張・体験文表彰及び発表

　イ　日立市教育委員会教育長表彰

　　学習文化部門表彰、スポーツ部門表彰、奉仕部門表彰

（３）【80周年記念】「市制施行80周年」記念映像放映

１　開 催 日　令和２年１月26日（日）

２　会　　場　日立市民会館

３　来場者数　1,100人

４　事業概要

（１）市民の人権尊重思想の普及啓発と意識高揚を目的と

し、国の委託事業である「地域人権啓発活動活性化事業」

に基づき人権啓発講演会を開催した。

（２）講演会内容

　ア　揮毫者　金澤 翔子

　イ　講演者　金澤 泰子

　ウ　講演テーマ　ダウン症の娘と共に生きて
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助川山頂上から見た日立市

第16回 フレンドシップ・キルト展37

１　開 催 日　令和２年２月26日（水）～３月１日（日）
２　会　　場　日立シビックセンター
３　来場者数　1,327人
４　事業概要　

（１）趣旨
　　“フレンドシップ－友情”をテーマとしたキルト展を開

催し、国内外の姉妹都市のキルト愛好家の作品展示と姉
妹都市の概要紹介を行うことで、キルトを通じた市民相
互の友好親善を図り、市民が姉妹都市交流に対する理解
を深める機会とする。

（２）主な内容
ア　フレンドシップ・キルト展示（日立市、バーミングハム

市、タウランガ市）
イ　市民の作品展示
ウ　国内外姉妹都市のキルト愛好家の作品展示（バーミ

ングハム市、タウランガ市、桐生市、山辺町）
（３）キルト初心者向けワークショップ（キルトの小物作り）
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茨城港日立港区第3ふ頭地区第8モータープール整備3

鳩が丘障害者福祉施設整備（愛称：鳩が丘さくら福祉センター）1

（2）施設整備事業（10事業）

１　供用開始日　平成31年４月１日（月）
２　所　在　地　助川町５丁目
３　事　業　費　約12億円
４　施 設 概 要
（１）趣旨
　　旧障害児者福祉施設（ひまわり学園、しいの木学園、母
子療育ホーム、太陽の家、心身障害者歯科診療所）の機能
を集約するとともに、多目的ホールを整備し、地域交流や
人材育成に活用できる施設を整備した。

（２）構造等　鉄筋コンクリート造２階建
　　　　　　延床面積2,189.55㎡
（３）サービス種別及び定員
　ア　生活介護（ひまわり学園）30人
　イ　就労継続支援Ｂ型（しいの木学園）30人
　ウ　児童発達支援・放課後等デイサービス（母子療育ホーム）40人
　エ　生活介護（太陽の家）20人

ひたちBRT（第Ⅱ期区間）整備2

１　供用開始日　平成31年４月１日（月）

２　運 行 区 間　JR大甕駅からJR常陸多賀駅まで（6.2㎞）

３　事　業　費　約35億円

４　施 設 概 要

（１）バス専用道路　延長＝4.8㎞　幅員＝7.5ｍ（バス専用道

４ｍ、歩道3.5ｍ）

（２）橋梁（４橋）久慈跨線橋、森山跨線橋、ＢＲＴ大沼橋、

ＢＲＴ金沢橋

（３）停留所（９箇所）、バスシェルター（７箇所）

（４）運行管理システム

　　誤侵入防止バーゲート、利用者案内モニター、信号機、

監視カメラ等

（５）自転車駐車場（３箇所）

　　水木停留所50台、大沼停留所40台、河原子停留所40台

（６）ひたちＢＲＴバス車両（超低床ハイブリッドノンス

テップ大型バス７台）

１　供用開始日　平成31年４月１日（月）

２　所　在　地　みなと町

３　事　業　費　約６億円

４　施 設 概 要

（１）機能

　　日立港区における輸出入貨物（完成自

動車）の保管及び点検・整備作業

（２）面積

　　約9.8ha（うち日立市分約7.7ha、茨城

県分約2.1ha）

（３）収容可能台数

　　約3,500台
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運動公園野球場スコアボード整備4

東滑川海浜緑地整備（愛称：東滑川ヒカリモ公園）5

１　供用開始日　平成31年４月12日（金）

２　設 置 場 所　市民運動公園野球場（中成沢町４丁目）

３　事　業　費　約２億円

４　施 設 概 要

（１）バックスクリーン一体型ＬＥＤスコアボード

　ア　工作物

　　　高さ14.5ｍ×幅23.0ｍ（旗ポール除く）

　イ　ＬＥＤ表示面

　　　縦5.76ｍ×横16.80ｍ

１　供用開始日　令和元年７月10日（水）（リニューアルオープン）
２　所　在　地　東滑川町５丁目
３　事　業　費　約１億円
４　施 設 概 要
（１）趣旨
　　高台から海への眺望が良好である特性を活かし、「海」
という自然環境を身近に感じられる憩いの空間として再
整備した。

（２）整備面積　約3,400㎡
（３）施設等
　ア　大型複合遊具　１基（利用対象者：６～12歳）
　イ　トイレ　１棟
　ウ　フォトフレーム　１基
　エ　その他
　　パーゴラ及びベンチ・テーブルセット２箇所、ベンチ
５基、水飲み１基、公園灯（太陽光発電式）４基、管理用
道路　約100ｍ（幅員３ｍ）

日立市民会館どん帳整備6

１　供用開始日　令和元年９月１日（日）

２　設 置 場 所　日立市民会館（若葉町１丁目）

３　事　業　費　約３千万円

４　施 設 概 要

（１）どん帳は、「春風光る」と題し、市を象徴する

花「さくら」で構成した迫力あるデザインとし

た。また、下方には太平洋の大海原を表現する

金波銀波、中央には輝く太陽を配した。

（２）光を蓄え、暗闇で発光する特殊な糸を使用

することで、消灯後から幕が上がり始める直

前まで演目への期待感を演出できるように

した。



（仮称）新ニホンザル舎整備9

屋内型子どもの遊び場整備（愛称：Hiタッチらんど・ハレニコ！）7

大甕駅周辺地区整備8

１　供用開始日　令和元年10月１日（火）

２　所　在　地　幸町１丁目（イトーヨーカドー日立店４階）

３　事　業　費　約１億６千万円

４　施 設 概 要　

（１）趣旨

　　０～12歳までの児童及びその保護者が、天候を気にせ

ずに遊べる屋内型子どもの遊び場を整備し、あわせて育

児相談や各種講座の開催、一時預かり事業を実施する。

（２）施設面積　約2,400㎡

（３）使用人数　１回当たり250人程度

（４）使用料　　児童100円、大人200円（いずれも１回当たり）

（５）開館時間（あそび・まなびエリア）

　　第１回：10時30分～12時　第２回：12時30分～14時

　　第３回：14時30分～16時　第４回：16時30分～18時

（６）休館日　　毎年１月１日～３日

１　供用開始日　令和２年11月下旬（予定）

２　所　在　地　宮田町５丁目（かみね動物園）

３　事　業　費　約２億円

４　施 設 概 要

（１）特徴

ア　タワー遊具を設け動物の環境エンリッチ

　メントに配慮した放飼場

イ　来園者が多角的な視点から動物の行動を

　観察できる観覧施設

（２）構造等

　　鉄筋コンクリート造２階建

　　面積　獣舎177㎡、放飼場455㎡

１　供用開始日　令和２年４月１日（水）

２　所　在　地　大みか町地内

３　事　業　費　約58億円

４　施 設 概 要

（１）大甕駅東西自由通路（延長＝81ｍ　幅員＝5.5ｍ）

（２）大甕駅舎（鉄骨造　地上１階地下１階　延床面積

546㎡）

（３）南北アクセス道路（延長＝1.2㎞　幅員＝14ｍ）

（４）大甕駅西口駅前広場（4,500㎡）

（５）大甕駅西口自転車駐車場（令和２年度完成予定）

（６）大甕駅東口駅前広場（3,100㎡）

（７）大甕駅東口自転車駐車場（平面式上屋付、ゲート式

出入口）　自転車377台　自動二輪10台

ニホンザル舎　完成イメージ図
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※写真は現萬春園

「日本夜景遺産」に認定されたかみね公園から見た日立市の夜景

特別養護老人ホーム萬春園再整備10

１　供用開始日　令和５年度（予定）

２　所　在　地　鮎川町３丁目（予定）

３　事　業　費　約27億円（概算）

４　施設概要（予定）

（１）建物　２階建て　延床面積約5,000㎡

（２）床数　100床（多床室を基本とし、一部個室を設ける。）

（３）特徴　地域交流スペース、リフレッシュエリアを整備

　　　　する。
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広報・啓発活動の取組状況

（1）掲示物

作 成 数

設 置 箇 所 数

主な設置箇所

作 成 物

3枚

2箇所

市役所
多賀市民プラザ

300本

92箇所

400本

153箇所

市内各公共施設
ＪＲ各駅

市内各公共施設

項　目 懸垂幕 のぼり旗 卓上のぼり旗

作 成 数

設 置 箇 所 数

主な設置箇所

作 成 物

市内各公共施設
歩道橋

20枚

15箇所

300枚

247台

公用車

項　目 横断幕 公用車用マグネット

最優秀賞 優秀賞

森脇 道男 様（東町）

 

松原 洋一 様（小木津町）

佐藤 和子 様（西成沢町）

 

五十嵐 紀彦 様
（東大沼町）

門馬 亨 様（久慈町）

平倉 洋子 様（本宮町） 

12 市制施行 8 0周年の啓発事業

日立 市 オリジナル 切 手 の 公 募 写 真 入 選 者

2019
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作 成 数

設 置 箇 所 数

主な設置箇所

作 成 物

項　目

優秀賞

新井 瑠奈 様（東大沼町） 鐘撞 眞由美 様（若葉町）

森脇 道男 様（東町） 瀧  有希 様（滑川町）

市内各公共施設
ＪＲ各駅

250枚

100箇所

1939年（昭和14年）日立町と助川町が合併して日立市が誕生（9月1日）

1945年（昭和20年）太平洋戦争の戦災により市街地の多くが焼失

1951年（昭和26年）平和通りが開通（街路樹として桜を植樹）

1955年（昭和30年）多賀町、日高村、久慈町、中里村、坂本村、東小沢村を編入合併

1956年（昭和31年）豊浦町を編入合併

1957年（昭和32年）かみね動物園がオープン

1959年（昭和34年）日立港が開港（現在の茨城港日立港区）

1965年（昭和40年）群馬県桐生市と国内親善都市提携

1985年（昭和60年）常磐自動車道が日立北インターチェンジまで開通

1990年（平成2年） 日立シビックセンターがオープン

 日本のさくら名所100選に「かみね公園・平和通り」が認定

1991年（平成3年）助川町の山林火災で、約217haの林野が焼失

1993年（平成5年）旧日立鉱山の大煙突が倒壊

2001年（平成13年）国道6号日立バイパスが開通

2004年（平成16年） 山形県山辺町と国内友好都市提携

  十王町を編入合併

2009年（平成21年）日立風流物がユネスコ無形文化遺産に登録

2011年（平成23年）東日本大震災発生、JR日立駅自由通路・橋上駅舎がオープン

2017年（平成29年）池の川さくらアリーナ、日立市役所新庁舎がオープン

2018年（平成30年）JR大甕駅自由通路・新駅舎がオープン

2019年（令和元年） 新交通（ひたちBRT）第Ⅱ期区間本格運行開始

   市制施行80周年

   いきいき茨城ゆめ国体開催
   　 

80

2019

日立市市制施行80周年記念事業実行委員会
日立市市長公室政策企画課 TEL.0294‒22‒3111　内線348、349事務局
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岡部　磨知
［バイオリニスト］

　東京に出てきて改めて、ひたちのような自
然豊かな場所で、あたたかい人たちに、幼少
期、思春期とのびのび育てていただいたこと
に、とても感謝しています。ひたちの魅力を、
私なりに皆様に伝えていけたら嬉しいです。

KATSUMI
［シンガーソングライター/音楽プロデューサー/ラジオパーソナリティ］

　僕には日立で過ごした子供時代に楽しかっ
た思い出がたくさんあり、それが自分の土台に
なっています。これからの世代の全ての人々に
も、人生の土台となる思い出を日立で作って欲
しいと思いますし、全ての人 を々受け入れる優
しくオープンな街であって欲しいと思います。

神保　佳永
［株式会社JINBO FOOD PLANNING 代表取締役/HATAKE総料理長］

　なんといっても日立の自慢は、桜の時期に
なると、神峰山が桜色に染まる景色。
　海と野と山に囲まれ自然あふれる環境で、
美味しい食材が豊富な日立が大好きです。
　日立は食材の宝庫です、皆さんで美食の
まち日立を目指し、共に頑張りましょう！
　若い人たちに未来あるまちづくりを食で応
援します！

橋　　幸夫
［歌手/𠮷田正音楽記念館名誉館長］

會澤　　翼
［プロ野球選手（広島東洋カープ 捕手）］

妹島　和世
［有限会社ＳＡＮＡＡ事務所 代表取締役

 株式会社妹島和世建築設計事務所 代表取締役］

　生まれ育った日立市の駅と市庁舎のプロ
ジェクトに、皆様と一緒に関わることができた
ことをとてもうれしく思っています。日立駅や
日立市庁舎に市民の皆様がふらっと立ち寄
り、心の拠り所になるような場所として使って
いただければいいなと思っています。

　桜がきれいで、海や山など自然が豊かで、
気候的にも住みやすい街だと思うので、たく
さんの魅力を多くの方に分かって欲しいで
す。子どもの頃に両親によく連れていっても
らったかみね動物園は思い出の場所です。
スポーツでも頑張ってほしいです。

井手　麻渡［俳優］

　映画『ある町の高い煙突』に主演し、私は
俳優としてだけではなく、人間としても成長で
きる得難い経験をさせていただきました。
　舞台中心で活動していた私にとって、映画
ではじめての大役です。
　力強い史実はもちろんですが、それ以上に
日立市のみなさまの「人」の力をとても感じまし
た。私は日立市のみなさまに支えられ三郎役
を演じきることができました。
　映画俳優として私のふるさとは日立です。
　いつも「ただいま」といって帰りたい町です。

上妻　宏光
［三味線奏者］

　海も綺麗で、美味しい食べ物も豊富です。
　東京からも近い立地にあり、海外の方も
訪れやすいと思いますので、国内外から是非
お越しいただきたいです。日立市は、海を眺
めては「自分も世界で活躍するんだ」と少年
時代を過ごした大切な場所です。

　日立市の眺望が美しいところが好きです。
特に𠮷田正音楽記念館５階の展望カフェ
からの眺望はお気に入りです。

Photo by Aiko Suzuki

チラシ

10,000枚

88箇所

市内各公共施設
ＪＲ各駅

（2）配布物

作 成 数

作 成 物

項　目

作 成 数

作 成 物

項　目

7,000本 40,000個 3,000 枚

3,000 枚 2,000 本

ボールペン ポケットティッシュ クリアフォルダー

うちわ 蛍光ペン

400枚

100箇所

市内各公共施設
ＪＲ各駅

ポスター
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日立市市制施行80周年記念事業実行委員会

日立市市長公室政策企画課
TEL.0294‒22‒3111　内線348、349

事務局

1939年（昭和14年）日立町と助川町が合併して日立市が誕生（9月1日）

1945年（昭和20年）太平洋戦争の戦災により市街地の多くが焼失

1951年（昭和26年）平和通りが開通（街路樹として桜を植樹）

1955年（昭和30年）多賀町、日高村、久慈町、中里村、坂本村、東小沢村を編入合併

1956年（昭和31年）豊浦町を編入合併

1957年（昭和32年）かみね動物園がオープン

1959年（昭和34年）日立港が開港（現在の茨城港日立港区）

1965年（昭和40年）群馬県桐生市と国内親善都市提携

1985年（昭和60年）常磐自動車道が日立北インターチェンジまで開通

1990年（平成2年）日立シビックセンターがオープン

　　　　　　　 日本のさくら名所100選に「かみね公園・平和通り」が認定

1991年（平成3年）助川町の山林火災で、約217haの林野が焼失

1993年（平成5年）旧日立鉱山の大煙突が倒壊

2001年（平成13年）国道6号日立バイパスが開通

2004年（平成16年）山形県山辺町と国内友好都市提携

　　　　　　　　十王町を編入合併

2009年（平成21年）日立風流物がユネスコ無形文化遺産に登録

2011年（平成23年）東日本大震災発生、JR日立駅自由通路・橋上駅舎がオープン

2017年（平成29年）池の川さくらアリーナ、日立市役所新庁舎がオープン

2018年（平成30年）JR大甕駅自由通路・新駅舎がオープン

2019年（令和元年）新交通（ひたちBRT）第Ⅱ期区間本格運行開始

　　　　　　　 市制施行80周年

　　　　　　 
いきいき茨城ゆめ国体開催

   　 

18,000枚

88箇所

市内各公共施設
ＪＲ各駅

（3）各種メディアによる広報

No. 項　目 掲載物等

1

2

3

4

5

6

市 報

市ホームページ等

新 聞 広 告

ケ ー ブ ル テ レ ビ

Ｆ Ｍ ひ た ち

各 種 情 報 誌

（1） ホームページへの啓発記事（随時更新）

（2） SNS（随時更新）

（3）記念式典オープニング映像をＹｏｕＴｕｂｅ

　　に公開

（1） 各新聞への広告記事掲載（9/1ほか）

（1） 啓発情報を随時放送（4/5ほか）

（1） 啓発情報を随時放送（4/5ほか）

（1） 啓発記事（6/20号）

（2） 特集記事（8/20号）

（3） 表彰者掲載記事（9/5号）

（1） ひたっち（4月号）

（2） その他随時掲載
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1　市制施行当時の日立市（昭和14年頃）

▲日立駅陸橋から（昭和14年） ▲助川下町国道通り（現在の国道6号日立市役所南側

　東日本銀行付近）（昭和15年）

▲助川新道通り（現在の銀座通り）（昭和14年） ▲助川新道通り（現在の銀座通り）（昭和14年）

▲焼夷弾で焼け野原となった市街地（日立地区） ▲日立製作所海岸工場への空爆

13「日立市の昭和・平成を振り返るメモリアル写真展」の展示写真

▲1トン爆弾で破壊された日立製作所海岸工場 ▲艦砲射撃で破壊された日立製作所日立病院

2　太平洋戦争による戦災の状況（昭和20年）
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▲開通当初の平和通り（昭和26年）

▲平和通り（昭和27年）

▲平和通り（昭和38年頃）

▲フードセンター付近の平和通り

　（昭和39年頃） ▲平和通りとけやき通りの交差点（撮影年不明）

▲銀座通り（昭和38年頃）

▲銀座通り交通安全パレード

　（昭和48年） ▲銀座通り（昭和54年）

▲日立駅から望む平和通り（昭和32年）

▲舗装中の平和通り（昭和29年）

▲銀座通り（昭和20年代） ▲銀座通りの大名行列（昭和32年） ▲銀座通り（昭和35年）

3　平和通りの様子（昭和26年開通から30年代頃）

4　銀座通りの変遷（昭和20年代から50年代）
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▲舗装前の日立駅前広場

　（撮影年不明）

5　多賀地区の様子（昭和30年代から40年代）

▲常陸多賀駅前大通り（現在のよかっぺ通り）

　（昭和30年頃）（鉄塔は建設中の常陽銀行）

▲多賀大学通り（昭和40年）

▲国道6号金沢三差路付近（昭和35年） ▲国道6号側から大久保中学校（写真奥）を望む

　（昭和30年代後半）

▲大甕駅前広場（昭和40年代） ▲小木津駅前のラジオ体操の様子（昭和55年） ▲旧川尻駅（現在の十王駅）前広場（撮影年不明）

▲常陸多賀駅前広場（昭和30年代前半）

6　昭和時代における常磐線各駅周辺の様子

舗装後の日立駅前広場▶

（昭和27年）
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7　市役所庁舎の変遷

9　日立駅前開発（昭和末期から平成初期）

▲日立駅前の土地区画整理事業（昭和61年）▲開発前の日立駅前（昭和57年）

▲日立駅前の土地区画整理事業（昭和62年） ▲建設中の日立シビックセンター（平成2年）

▲平成29年に竣工した現庁舎（令和元年）

▲戦後に建設された旧日立市役所（昭和29年）

　（現庁舎建設に伴い平成30年に解体）▲戦後の市役所仮庁舎（日立市復興祭）（昭和21年）▲昭和14年の市制施行後に建設された日立市役所

　（昭和17年）（戦災により昭和20年に焼失）

▲多賀会館（映画館）（昭和30年）

8　市内の映画館（昭和20年代から30年代）

▲日立東宝（映画館）

　（昭和25年）

▼第一映画劇場

　（現在の市民会館通り付近）

　（昭和34年）
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10　日立港（現茨城港日立港区）建設の状況

▲建設中（昭和34年）▲着工時（昭和32年7月）

▲完成した岸壁（昭和35年） ▲国道245号と日立港（昭和62年）

11　助川町山林火災（平成3年3月7日）

▲助川町山林火災▲助川町山林火災（手前は旧市役所）

▲助川町山林火災 ▲翌日の状況（平成3年3月8日）
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▲久慈漁港の津波被害

▲河原子海岸の津波被害

▲道路（国道245号）の損壊（大みか町付近）

▲川尻港の津波被害

▲津波に持ち上げられた車（みなと町付近）

▲東連津川を上っていく津波

▲浸水する会瀬地区

12　日立電鉄（平成17年廃止）

▲日立電鉄久慈浜駅（撮影年不明）▲日立電鉄大甕駅（昭和49年）

▲大橋跨道橋を走行する車両（撮影年不明） ▲河原子架道橋（撮影年不明）

13　東日本大震災（平成23年3月11日）
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▲建設中の大煙突（大正3年） ▲日立鉱山精錬所（昭和初期）

14　大煙突

▲大煙突（平成4年頃） ▲大煙突（平成16年）▲倒壊した後の大煙突（平成5年）

15　市内各所の懐かしい風景

▲国道6号を横断するトロッコ列車（現在の市役所南側吉野家付近）

　（撮影年不明）（※日立セメント㈱提供）

▲国道6号と銀座通り入口の交差点（撮影年不明）

▲市庁舎から海側を望む（現在のあんず通り）（昭和33年） ▲宮田川橋（現在の日立一高付近）（昭和26年頃）
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▲日立女子高等学校（現在の明秀学園日立高等学校）（昭和37年）▲日立一高正門（昭和46年）

▲県立日立高等女学校（現在の日立二高）（昭和の戦前期） ▲旧久慈町役場（昭和40年頃）

▲かみね公園（昭和30年頃）▲かみね動物園（昭和33年）

▲日立市議会（昭和26年） ▲日立アイススケート場（入四間）（昭和51年）
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（令和元年9月1日現在 五十音順 敬称略） 
氏  名 団体等名称 備考 

秋 山 光 伯 日立商工会議所会頭 
石 川 諒 一 日立市コミュニティ推進協議会会長 
伊 藤 健 也 

（青 木 俊 一） 日立市議会副議長 
大 内 正 典 環境を創る日立市民会議議長 
大和田 典 義 日立青年会議所理事長 
梶 山 隆 範 日立市副市長 
金 子  日出夫 日立市文化協会顧問 
鴨志田 秀 子 日立市各種女性団体連絡会会長 
斎 藤   敦 株式会社茨城新聞社日立支社長（兼） 

常陸太田支局長（兼）常陸大宮・大子支局長 
佐々木 早 苗 日立女性フォーラム会長 
東海林 宏 司 茨城キリスト教大学学長 
平 田   章 ＪＸ金属株式会社日立事業所副所長（兼） 

総務部総務担当部長 
水 出 浩 司 株式会社日立製作所エネルギービジネスユニット

日立事業所エネルギー総務部長 
吉 成 日出男 日立市副市長

副会長

顧　問

監　事

会　長

監　事

副会長 
※（  ）内は前任者

14 市制施行80周年記念事業実行委員会

委員名簿

会議開催経過

開催回 日時 場所 審議事項

第１回

平成31年1月29日（火）

午後1時30分から午後2時

30分まで

市役所 5 階 503、

504 号会議室

（1）市制施行80周年記念事業の進め方について

（2）具体的な取組内容（案）について

　ア　記念式典の開催概要について

　イ　市制施行80周年を記念した各種事業の冠事業へ　

　　の位置付け及びロゴマークについて

　ウ　記念切手の作成について

　エ　公共施設の臨時的無料化の検討について

第２回

令和元年5月27日（月）

午後2時から午後3時まで

市役所 5 階 503、

504 号会議室

（1）市制施行80周年記念事業 事業計画（案）について

（2）市制施行80周年記念事業 実行委員会予算（案）について

（3）日立市オリジナル切手に係る公募写真の選考について

第３回

令和元年8月5日（月）

午前10時から午前10時40

分まで

市役所 4 階防災

センター

(1)市制施行80周年記念式典等について

(2)「日立市の昭和・平成を振り返るメモリアル写真展」の

展示写真（案）について

第４回
令和2年2月17日（月）

午後3時から午後4時まで

市役所 4 階防災

センター

（1）市制施行80周年記念事業実績報告について

（2）市制施行80周年記念事業収支決算（案）について
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編集・発行／日立市市制施行80周年記念事業実行委員会

　　　　　　（事務局：日立市市長公室政策企画課）

〒317－8601　茨城県日立市助川町1丁目1番1号

　　　　　　　TEL 0294－22－3111（代表）
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